


　
創
刊
の
ご
あ
い
さ
つ

　
山
下
病
院
は
明
治
34
年
創
立
以
来
、1
2
0
年
以
上
に
わ
た
り
地
域
医
療
の
一
翼
を
担
い
、現
在
で
は
消
化
器
専
門
病
院
へ
と
発
展
し
て
参
り
ま
し
た
。

　　
お
身
体
の
不
調
が
あ
っ
た
時
、先
ず
は
近
く
の
診
療
所
へ
受
診
さ
れ
、必
要
が
あ
れ
ば
病
院
へ
ご
案
内
す
る
仕
組
み
、つ
ま
り
診
療
所
と
病
院
の
連
携
は
、

待
ち
時
間
だ
け
で
な
く
、検
査
の
重
複
を
防
ぎ
、必
要
な
時
に
必
要
な
診
療
を
安
心
し
て
ご
受
診
い
た
だ
く
事
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

　
高
度
な
医
療
設
備
を
持
っ
た
病
院
と
身
近
に
あ
る
診
療
所
の
連
携
体
制
は
、患
者
さ
ん
に
ベ
ス
ト
な
治
療
提
供
や
早
期
発
見
へ
繋
げ
る
た
め
に
、な
く
て

は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。
当
院
で
は
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
患
者
さ
ん
の
検
査
・
治
療
が
終
わ
り
次
第
、ご
紹
介
い
た
だ
い
た
診
療
所
に
お
引
継
ぎ
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
役
割
・
棲
み
分
け
を
行
う
こ
と
が
、「
病
院
」
「
診
療
所
」
の
共
存
共
栄
や
、医
療
機
能
の
維
持
・
向
上

に
繋
が
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
当
院
は
今
後
も
地
域
医
療
発
展
に
貢
献
し
て
参
り
ま
す
。

　
本
誌
で
は
、お
住
ま
い
地
域
の
診
療
所
の
情
報
を
皆
さ
ま
に
お
知
り
い
た
だ
き
、地
域
全
体
で
患
者
さ
ん
が
安
心
で
き
る
医
療
提
供
の
一
助
と
な
る

よ
う「
K
O
K
O
R
O
」情
報
を
発
信
し
て
参
り
ま
す
。

医
療
法
人　
山
下
病
院

おなかの病院
����������������������������
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本
誌
創
刊
初
の
医
師
紹
介
特
集
に
ご
協

力
い
た
だ
け
ま
し
た
の
は
、
瀧
消
化
器
内

科
ク
リ
ニ
ッ
ク
瀧
智
行
先
生
で
す
。

　　
瀧
先
生
は
、平
成
5
年
よ
り
山
下
病
院
内

科
医
と
し
て
消
化
器
医
療
に
ご
尽
力
い
た
だ

き
、後
平
成
17
年
に
は
山
下
病
院
副
院
長
と

し
て
、最
先
端
の
経
鼻
内
視
鏡
を
は
じ
め
、苦

痛
の
少
な
い
検
査
で
多
く
の
患
者
さ
ん
に
質

の
高
い
医
療
を
ご
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。

山
下
病
院
の
、内
視
鏡
検
査・治
療
の
発
展
は

瀧
先
生
な
し
で
は
あ
り
え
ず
、技
術
の
ベ
ー
ス

の
多
く
を
構
築
、現
在
ま
で
の
消
化
器
専
門

病
院
と
し
て
の
発
展
に
多
大
な
る
ご
貢
献
を

賜
っ
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
23
年
瀧
消
化
器
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
開

院
後
も
、内
視
鏡
医
療
を
中
心
に
年
間
約

1
5
0
0
件
の
内
視
鏡
検
査
を
実
施
さ
れ
、

地
域
の
か
か
り
つ
け
医
と
し
て
多
く
の
支
持

を
得
て
お
ら
れ
る
先
生
で
す
。開
院
後
も
、

山
下
病
院
と
の
連
携
関
係
は
厚
く
、毎
年

1
0
0
件
以
上
の
ご
紹
介
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
山
下
病
院
と
共
に
、地
域
の
医
療

機
関
が
専
門
性
を
活
か
し
連
携
し
て
医
療

を
提
供
す
る『
地
域
完
結
型
』へ
の
移
行
に

も
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
お
り
、地
域
医
療
推

進
に
多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ
て
い
る
先
生

で
す
。

2006年経鼻内視鏡検査（鼻からの胃カメラ）での
雑誌掲載記事より

山下病院勤務当時に贈られた先生との思い出と繋がりの深さが 伺える検査着

瀧
消
化
器
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

（
文
／
山
下
病
院  

地
域
連
携
広
報
企
画
室  

係
長
：
片
桐
）

創
刊
記
念 

連
携
医
療
機
関 

特
集
医
師

瀧消化器内科クリニック
たき とも ゆき

瀧　智行院長 先生

消
化
器
内
科
、特
に
内
視
鏡
医
療
を
中
心
に
、医
療
を
通
じ
て

地
域
社
会
に
貢
献
す
る
事

日
曜
日
の
検
査（
胃
カ
メ
ラ
・
大
腸
カ
メ
ラ
・
腹
部
超
音
波
検
査
）

日
帰
り
大
腸
ポ
リ
ー
プ
切
除

鎮
痛
剤（
痛
み
止
め
）・
鎮
静
剤（
眠
り
薬
）を
使
っ
た
楽
な
検
査

安
全
で
質
の
高
い
内
視
鏡
検
査

内
視
鏡
業
務
に
携
わ
る
専
門
ス
タ
ッ
フ

（
内
視
鏡
認
定
技
師
免
許
を
取
得
等
）

プ
ロ
意
識
を
持
っ
た
ス
タ
ッ
フ（
熱
意
・
創
意
・
誠
意
）

ス
タ
ッ
フ
が
、瀧
消
化
器
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
理
念
を
理
解
し
、チ
ー
ム

ワ
ー
ク
よ
く
、一
生
懸
命
、診
療
に
協
力
し
て
く
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

123456 瀧
消
化
器
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
一
押
し
ポ
イ
ン
ト

地
域
の
皆
様
の
健
康
維
持
・
増
進
・
病
気
の

早
期
発
見
・
治
療
に
取
り
組
み
た
い

当 

院 

の 

特 

徴

当 

院 

の 

理 

念



自
分
自
身
お
な
か
が
弱
く
困
っ
て
い
た
事
、研
修
病
院（
小
牧
市
民
病
院
）で

素
晴
ら
し
い
上
司
に
巡
り
合
う
こ
と
が
で
き
た
事
、内
視
鏡
検
査
が
好
き

で
あ
る
事
で
す
。

消
化
器
内
科
医
を
志
し
た
き
っ
か
け
を
教
え
て
下
さ
い
。

自
分
に
で
き
る
範
囲
で
、一
生
懸
命
対
応
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
事
で
す
。

患
者
さ
ん
と
接
す
る
上
で
、大
切
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

何
で
し
ょ
う
か
？
。

急
遽
開
院
を
す
る
こ
と
に
な
り
、日
頃
よ
り
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す

不
動
産
会
社
の
方
に
ご
相
談
を
し
ま
し
た
所
、現
在
の
場
所
を
ご
紹
介
・

手
配
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

自
分
は
旧
尾
西
市
出
身
で
あ
り
、一
宮
駅
よ
り
西
側
〜
旧
尾
西
市
で
の
診

療
の
場
を
さ
が
し
ま
し
た
。地
主
の
方
、近
所
の
方
に
も
大
変
良
く
し
て
い

た
だ
き
、こ
こ
で
開
院
す
る
こ
と
が
で
き
、良
か
っ
た
で
す
。

一
宮
市
神
山
と
い
う
土
地
で
の
開
院
す
る
き
っ
か
け
は

何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　
自
分
が
専
門
と
し
て
い
る
消
化
器
医
療
・
内
視
鏡
医
療
で
よ
り
良
い
医
療

を
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
く
事
で
す
。
ま
た
自
分
の
専
門
領
域
以
外
で
も
、

で
き
る
範
囲
で
対
応
は
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、よ
り
専
門
の
医
療
が

必
要
と
判
断
し
た
場
合
に
は
、病
院
・
ご
専
門
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
ご
紹
介
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

皆
さ
ん
に
常
に
最
善
の
医
療
を
受
け
て
い
た
だ
け
る
様
心
が
け
て
お
り
ま

す
。『
病
院
に
か
か
り
た
い
け
ど
、ど
こ
の
病
院
に
行
っ
た
ら
良
い
の
か
わ
か

ら
な
い
』方
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。当
院
か
ら
も
専
門
の
病
院
に
ご
紹
介

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

地
域
の
か
か
り
つ
け
医
と
し
て
、心
が
け
て
い
る
こ
と
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

お
な
か
の
症
状
は
つ
ら
い
も
の
で
す
。
ま
た
そ
の
つ
ら
さ
は
自
分
に
し
か

わ
か
ら
な
い
も
の
で
す
。
癌
な
ど
の
病
気
が
な
い
こ
と
を
調
べ
る
検
査
、

少
し
で
も
症
状
が
治
ま
る
治
療
等
、
対
応
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
な
か
の
症
状
で
悩
ん
で
い
る
方
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

待合室にて展示されている内視鏡カメラ

連
携
医
療
機
関 

特
集
医
師
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
／
山
下
病
院  

地
域
連
携
広
報
企
画
室  

主
査
：
安
藤
）

〒491-0904 愛知県一宮市神山1丁目4番2号
 TEL.0586-47-7023　FAX.0586-47-7024

日外来診療時間
9：00～12：00午前
13：00～16：00午後
16：30～19：00午後

土金木水火
○

月
○
☆
○

☆
○

○
☆
○

○
☆

○ □
☆

☆ □ は完全予約制
  　　☆：大腸検査
  　　□：一般診療・腹部超音波検査・胃カメラ・大腸カメラ　　　　　 

内科・消化器内科【診療科目】

胃・大腸健診の二次検査、胃カメラ検査、
腹部超音波検査、大腸カメラ検査  など

【検　　査】

水曜日・祝日、土曜日夕方、日曜日午後【休 診 日】

　
特
に
、
敬
遠
さ
れ
が
ち
な
内
視
鏡
検
査（
胃
カ
メ
ラ
・
大
腸
カ
メ
ラ
）を
、
少
し
で
も

多
く
の
患
者
さ
ん
に
受
け
て
い
た
だ
け
る
様
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
『
検
査
を
受
け
た
い
け
ど
辛
そ
う
だ
か
ら
イ
ヤ
だ
。』、『
以
前
検
査
を
受
け
た
時
に
辛

か
っ
た
』、『
検
査
を
受
け
た
い
け
ど
、平
日
に
し
か
病
院
に
行
け
な
い
』
な
ど
、
検
査

を
受
け
た
い
け
ど
、
踏
ん
切
り
が
つ
か
な
い
方
・
日
程
が
合
わ
ず
検
査
を
受
け
ら
れ
ず

困
っ
て
お
ら
れ
る
方
は
多
い
か
と
思
い
ま
す
。
検
査
を
楽
に
受
け
て
い
た
だ
け
る
工
夫

を
し
、
ま
た
平
日
以
外
の
土
曜
日
・
日
曜
日
に
も
検
査
が
受
け
ら
れ
る
様
に
、
ご
用
意

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
受

診
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
検
査
予
約
は
お
電
話
で
も
可

能
で
す
。

　
一
宮
地
区
に
お
い
て
、
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
で
困
ら

れ
る
患
者
さ
ん
が
少
し
で
も
減
り
、
ま
た
皆
さ
ん
が
健

康
で
過
ご
せ
る
事
に
つ
な
が
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
で
き
る
事
は
主
に
、
病
気
の
発

見
、
診
断
ま
で
で
あ
り
、
ま
た
で
き
る
治
療
に
も
限
り

が
あ
り
ま
す
。
手
術
・
入
院
治
療
等
が
必
要
な
場
合
に

は
、
山
下
病
院
を
は
じ
め
と
し
た
病
院
に
、
診
療
を
お

願
い
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
病
院
・
近
隣
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
協
力
を
し
、
皆
様
に

適
切
な
医
療
を
提
供
し
、
少
し
で
も
皆
さ
ん
の
お
役
に

立
て
る
様
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
冊
子
を
手
に
取
っ
て
く
れ
た
方
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

瀧消化器内科クリニック
一宮産業体育館

旬楽膳

リサイクルハウス
アートハウス

イオ信用組合太陽生命

神山二丁目
155

瀧消化器内科
クリニック

名
鉄
一
宮
駅

N
　
最
後
に
、
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
二
人
の
先
生
よ
り
い
た
だ
き
、
今
も
診
療
に
際
し

肝
に
銘
じ
て
い
る
二
つ
の
言
葉
を
、
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

山
下
病
院
（
故
）服
部
外
志
之 

先
生

元
名
古
屋
大
学
医
学
部
消
化
器
内
科
教
授

現
名
城
病
院
病
院
長   

後
藤
秀
実 

先
生

『
ぴ
か
り
と
光
る
医
療
』

『
王
道
を
歩
め
』



山下病院　医師紹介  

消化器病専門医としてお腹の症状全般の診療に携わっていま
す。長年お困りの便秘やお腹の張りなど、病院に行くほどのこと
なのかな？というような悩みを、どこにも相談できず抱えられて
いる方が多くいらっしゃると感じています。困っている症状を気
軽に相談でき、適切な医療を提供できるよう心がけています。よ
ろしくお願い致します。

山下病院は1901年（明治34年）開院以来、地域医療の一翼を担い、消化
器専門病院として発展して参りました。患者さんと医療者はパートナーで
あるという考えのもと、日本水準の消化器医療を実践しています。
「お腹（おなか）」のことで気になることがありましたら、山下病院へご来
院ください。

服部　昌志理 事 長

山下病院は本年10月で第482号になります“心”という院内冊子
を発行していますが、山下病院の医療の理念は冊子の題名の通
り心であり、1901年開院以来、変わっておりません。病院関係者
及び患者さんとの心の結び付きを大切にして来ました。医療技術
の発達した現在でもお互いの心と心のつながりを第一に安心、
安全な医療を心がけてまいります。

中澤　三郎
名誉院長

消化器内科専門医として、消化器診療全般にたずさわっており、
主に胃カメラ・大腸カメラの検査・治療に尽力しています。胃癌
や大腸癌の早期発見のためには、内視鏡検査が必須ですが、ど
うしても苦痛がありそうだということで敬遠されがちです。そうい
う方が少しでも減ればとの想いで、日々苦痛のない検査を心が
けています。お気軽にご相談ください。どうぞよろしくお願いい
たします。

岩田　悠嗣
消化器内科医長

胆道や膵臓を中心に消化器のいろいろな病気に対する診断と
非手術的な治療（低侵襲治療）に長年、携わってきました。多くの
学会から専門医や指導医の資格をいただいています。医療の進
歩によって治療法の選択肢が広がっていますが、自分の身内の
つもりになって患者さんと一緒に考えることをモットーにしてい
ます。胆嚢や膵臓の病気は診断が難しいためセカンドオピニオ
ンを求められることが多いですが、わかりやすく説明することを
心がけています。

乾　　和郎
医療参与

食道、胃、十二指腸疾患を専門にしていますが、消化器内科疾患
全般の診療を行っています。患者様に寄り添う医療の提供を常
に心がけています。どうぞよろしくお願いいたします。

菊池　正和
消化器内科部長

放射線画像診断では、患者様と直接お話しさせていただく機会
はほとんどありませんが、よりよい診療を提供したいという思い
は同じです。正確な画像情報を素早く提供することで、医療の質
の向上に努めて参ります。

伊藤　　哲
放射線科診療部長

名古屋大学附属病院で内視鏡技術を磨き、2015年に当院に赴
任した後も、胃・大腸カメラによる患者様の苦痛を最大限軽くす
るため、最先端の技術を学び研鑽し続けてきました。「医療従事
者の労働環境を改善し、多くの患者様を救う。」という研究、啓蒙
活動も行っています。ひとりでも多くの方に、「今までで一番らく
だった。」と言って頂けるよう、質の高い内視鏡検査、治療を提供
し続けます。

松崎　一平
消化器内科統括部長

消化器病診療に携わり、少しでも多くの方に、安心して、楽に検
査を受けてもらえるよう、日々研鑽・尽力してきました。 検査も同
じ臓器を調べるにも様々な方法があります。病気の早期発見や、
気になる症状の改善のため、お気軽にご相談いただきたいで
す。 よろしくお願いいたします。

福沢　一馬
消化器内科医員

内　科

泉　　千明

消化器内科医長
（健診センター兼務）



消化器外科専門医として手術・外来診察を担当させていただい
ております。患者様やご家族へのわかりやすく丁寧な説明を心
がけております。外来・病棟でお困りの事がございましたらお気
軽にご相談ください。

当院の基本理念のひとつである、「『心』を大切に」は、初代院長である
山下隆先生からずっと受け継がれ続けてきた言葉です。これからもこの
言葉を大切にし、職員一同、患者さんに寄り添いながら、心のこもった
医療を提供していきます。

片山　　信

外　科 健診センター

鳥居　直矢

消化器内科医として医師の経歴をスタートし研鑽を積みました。
その後に飛騨高山で地域医療に従事するなかで、健診人間ドッ
クの重要性に気付きました。臨床医学としての消化器内科と予
防医学としての健診人間ドックの両面から患者さん、受診者さん
のお役に立てる様に努力いたしております。自分の健康は自分
で守る時代です、そのお手伝いが出来れば幸いです。

杉山　和久

消化器外科医長

健診センター
副 院 長

院  長

腹腔鏡手術は、開腹手術に比べれば負担の少ない治療ですが、
内視鏡治療ができれば、より身体的負担が少なくて済みます。内
視鏡治療ができる段階で大腸がんをみつけるためにも、定期的
に大腸がん検診を受けていただきたいと思います。 頻度として
は、1年に1回くらいの受診をおすすめします。またその際、便潜
血検査だけではなく、視覚的に評価できる「大腸CT検査」または
「大腸内視鏡検査」を受けるようにしましょう。

小倉　　豊
外科参与

患者様やご家族に寄り添い、安心・安全な医療を提供できるよ
うに心がけます。お困りの際はお気軽にご相談ください。

山川　ありさ
消化器外科医員

ご病気で手術が必要と診断された場合、とても大きな負担がか
かることと思います。手術そのものの体の負担以外にも、手術内
容の理解が難しいことや、手術後の療養・通院などの治療全体
のイメージがわかりにくいことから生じる不安などの心の負担も
あると思います。体の負担も心の負担も少しでも減らすことがで
きるよう適切な治療、適切なお話ができれば、と考え日々診療を
行っています。もし、治療のことでお困りのことがありましたら、
ぜひお気軽にご相談ください。

廣瀬　友昭
消化器外科部長

健診に対しても、診療と同じように、科学的データを基に臨むよ
う心がけています。皆さんにお伝えしたいメッセージは、「禁煙」
と「減塩。お酒はほどほどに」で、これは10年来ずっと変わってい
ません（なかなか浸透しませんけど…）。また、日本のがん死亡を
みると、肺がん、大腸がん、胃がんが多いので、タバコを喫う方に
は胸部CTを、便潜血陽性の方には大腸検査（大腸内視鏡や大
腸CT）を、一度も検査したことがなければピロリ菌検査を、おす
すめします。

大島　　章
健診センター長

医師を志してから、患者さんに提示する医療行為が自分に行って
ほしい医療と一致することを銘じております。現在の標準的治療
を知識として知るのみではなく、実践できるように日々鍛錬する所
存です。この地区で消化器疾患で病院にかかるなら山下病院と
言われ続けられるよう更なる高みを目指します。

高野　　学
副 院 長

胃癌や大腸癌の腹腔鏡手術を中心とした消化器疾患全般の手
術加療や外来診察を担当しております。患者さんのお気持ちに
寄り添い、ご満足頂けるような医療を提供できるように心掛けて
おります。お気軽にお声掛けください。

浅井　悠一
消化器外科医長

私が2012年に山下病院に赴任して早10年が経ちました。その間
ほとんどのオペ症例において麻酔専門医である私か同じく麻酔
専門医の非常勤麻酔科医による全身麻酔を行ってきております。
また常勤麻酔科医による術前診察から術後回診まで可能な限り
快適かつ安全性にも日々心掛けており、術後は出来るだけ痛くな
いように積極的に硬膜外麻酔や最近では超音波ガイド下神経ブ
ロックを術後鎮痛として用いております。是非安心してご来院して
頂けますよう宜しくお願い致します。

滝塚　　敦
麻酔科部長




